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１．はじめに 

現在、世界ではAIが様々な領域で活用されている。その中でも

ChatGPTは去年の11月にリリースされた後、驚異的に普及し始め

ると5日間で100万人、2か月後には1億人のユーザー数を抱える

など、大きな注目を浴びた。今回はこれに類似したチャットボッ

トの作成に成功したので紹介する。 

２．ChatGPTとは 

Generative Pre-trained Transformer(生成可能な事前学習済み変

換器)の頭文字を原語としている。このAIは人間のような自然な

応答が可能であり、様々な情報や知識を持っているため、ユーザ

ーは自然な会話を通じて情報を得ることができる。ChatGPTの利点

としては、高度な自然言語処理能力と大量のトレーニングデータ

に基づく知識を持っていることで、複雑な質問にも対応できるこ

とが挙げられる。一方で課題としては情報の正確性や信頼性の確

保ができていないことが挙げられる。大量の学習データは、時に

誤った情報や偏った意見を提供する可能性があり、特に専門性の

高い分野においてはChatGPTが出力する回答が間違っている可能

性が高くなってしまう。 

 そこで今回、専門性の高いデータをファインチューニングによ

って与えることでそれを改善できるのではないかと考えた。専門

性の高いデータを追加することで、GPTモデルがより専門的な知

識を獲得し、より正確な回答を生成できるようになると考え、今

回それを行った。 

３．作成手順 

専用GPTの作成には、以下の3つの手順で行う（図－1）。 

３－１．データ収集 

 GPTをトレーニングするためには、大量のテキストデータが必

要である。関連するテキストデータを収集し、必要な前処理を行

ってデータを整形する。これにはテキストのクリーニング、トー

クン化、特殊文字の処理などが含まれる。 

 まず、テキストのクリーニングでは、データ内のノイズや不要

な要素を取り除く作業が行われる。たとえば、HTML タグや改行文

字、不正確な文字エンコーディングなどが存在する場合、これら

を適切に処理して正しいテキストデータを得る必要がある。それ

に続いて、トークン化が行われる。これは、テキストを意味のあ

る単位（トークン）に分割することを指す。一般的には単語やサ

ブワードがトークンの単位として使用される。この段階では、文

章が単語やトークンのシーケンスに変換される。 

さらに、特殊文字の処理も欠かせない。特殊文字は、テキスト

内に特定の役割を持つ文字やトークンを表す。例えば、文の始ま

りや終わりを示す特殊トークンやマスキングする必要のあるトー

クンなどがある。これらの特殊文字は、モデルが正しい文脈を理

解し、適切な応答を生成するために重要な役割を果たしている。 

以上がテキストデータの前処理の一環であり、これによって

GPTは正しくトレーニングされる。大量のデータを収集し、適切

に前処理を行うことで、GPTはさまざまな情報や知識を吸収し、

驚くべき応答の能力を獲得することができる。 

３－２．モデルのトレーニング 

データの前処理が完了したら、GPT モデルをトレーニングする。

このトレーニングには強力なハードウェアや分散コンピューティ

ングシステムの利用が推奨されている。モデルのトレーニングに

は時間がかかるが、大量のデータと反復学習によりモデルが進化

し、応答の品質が向上する。今回の発表では、既にトレーニング

されたモデルでオープンソースとして無料公開されている

「rinna/japanese-gpt-neox-3.6b」を使用した。 

３－３．モデルの評価と調整 

作成済みモデルを実際に使用して評価を行う。モデルの応答の

品質や適切性を評価し、必要な修正や微調整を行うことでより良

い結果を求める。私たちの場合、土木の専門的な知識を扱う必要

があるため、基盤となるモデルのデータでは満足のいく結果が得

られなかった。そのため、報告書や関連する文書などの文字デー

タを調整のために追加しファインチューニングを行った。ファイ

ンチューニングとは、既存のモデルデータを特定のデータに合わ

せて微調整する作業のことで、これにより専門性を補完し、より

信頼性の高い応答が可能となった。 
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４．藤井基礎GPTの紹介 

今回GPTは、観測関係のみの報告書を学習データとして与えて

作成した（図―2）。業務名や開始工期などを入力することで、与

えた報告書データから最適だと思われる文字を出力し、報告書の

枠組みを作成するようになった。まだ開発段階であるため、色々

と文章に違和感がみられるところもあるが、今後入力データを増

やしていくことで藤井基礎 GPT の精度向上に繋がると考えている。 

５．おわりに 

オープンソースのモデルデータを使用してある分野の知識に特

化したGPTを作成することができた。モデルデータのファインチ

ューニングや、文字の出力に時間がかかってしまう問題はあるも

のの、専門知識をデータとして与えることでChatGPTと比べて特

化したモデルデータを作成できることが分かった。今後は入力デ

ータを増やしていきながら、藤井基礎GPTを成長させていけたら

と考えている。 
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図-2 藤井基礎GPTで出力した報告書 


